





Children’s verbal behavior to play with others


















































































る小学生の男児 11名，（1年生 5名，2年生 1名，3年生 4名，5年生 1名）女児 8名（1年生 4名，
2年生 1名，3年生 3名）の計 19名。
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年生 1名，3年生 13名，4年生 1名，5年生 4名，6年生 2名の計 35名。












童，1年生 7人，2年生 2人，3年生 1人，5年生 7人の 17名であった。














































1－ 1 1 男 × × × × × ×
1－ 2 1 男 今日体育館ないの？ △ 3分 質問 大人 ○
1－ 3 1 男 将棋やろう！ △ 10分 誘い 大人 ○
1－ 4 1 女 チャレンジタイムやりたい！ △ 5分 表明 大人 ○
1－ 5 1 男 織田信長！ ○ すぐ 興味をひく 大人 ○
1－ 6 1 男 × × × × × ×
1－ 7 1 女 × × × × × ×
1－ 8 1 女 仲間に入れて。 ○ すぐ 要求 1年生 ○
1－ 9 1 女 はいりたい ○ すぐ 表明 大人 ○
2－ 1 2 女 習字がやりたい！ △ 5分 表明 大人 ○
2－ 2 2 男 これさあ，○○の方がいい
んじゃない？
△ 10分 提案 2年生 ○
3－ 1 3 女 何やってるの？ ○ すぐ 質問 4年生 ○
3－ 2 3 男 × × × × × ×
3－ 3 3 女 × × × × × ×
3－ 4 3 男 オセロやろう！ △ 15分 誘い 大人 ○
3－ 5 3 女 次一緒にオセロやろう！ ○ 2分 誘い 3年生 ○
3－ 6 3 男 いまどんな感じなの？ ○ すぐ 質問 3年生 ×
3－ 7 3 男 シュートするの難しいよ ○ すぐ 表明 大人 ○
5－ 1 5 男 ご飯食べてきたよ。 ○ すぐ 表明 5年生 ×
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2年生では同学年 1名，大人 1名であった。3年生では同学年 2名，異学年 1名，大人 2名で，
5年生では同学年 1名であった。低学年では，入室後まず，大人に話しかけることが多かった
が，3年生になると，同学年，大人，異学年とさまざまな人に声をかけていた。



































1－ 1 16:00 A君 　 　 教室に入ってくると，教室内をうろうろする。
　 A君 　 　 何も言わずに窓の近くでカプラ遊びをしている
3年生の B君に近寄る。
　 B君 　 一緒にカプラで遊
ばない？
　
　 A君 …… 　 　
　 A君 　 　 カプラ遊びをしている横でトランプ遊びをして
いる 1年生男子 3人に近寄り，何も言わずに
じっと見る。
16:25 A君 …… 　 何も持たず，何も言わないまま B君に近寄り，
カプラ遊びを始める。





　 大人 　 今日はもう終わっ
ちゃったよ
　
16:40 C君 そっか 　 　
　 C君 　 　 黙ったまま 1人，ウノ遊びをしている 2年男子
3人の近くでボーリング遊びをしている。
　 C君 　 　 時間ぎりぎりまで 1人でボーリング遊びをして
いる。








16:52 C君 わかった 　 　
1－ 3 10:15 D君 　 　 だれとも会話を交わすことなく，1人でカプラ
遊びを始める。




10:23 D君 　 　 教室内をうろうろしはじめる（近くで野球盤を
している 2年男子 1人をちらちら見ている）。
10:25 D君 将棋やろう！ 　 近くにいた大人に声をかける。
　 大人 　 いいよ，じゃあ準
備してね
　
　 D君 わかった 　 将棋の準備をし，遊び始める。
11:00 D君 　 　 将棋をやめ，近くでバランスゲームをしていた









　 大人 　 はい，11時からだ
から待っててね
　
10:35 Eちゃん 　 　 紙 1枚と色鉛筆を持ってきて，1人でお花とウ
サギの絵を描き始めた。
1－ 5 10:37 F君 織田信長！ 　 大人に声を掛けながら近寄っていく。
　 大人 　 お－，おはよう 　
　 F君 なにー 　 あとから入室してきた 1年男子に声をかける。
　 G君 　 …… 　
10:38 F君 　 　 1人で紙でできた剣を 2本持って，1人で戦い
ごっこを始める。
　 F君 　 　 剣 2本を持ったまま，教室内をうろうろしはじ
めた。
　 F君 H君！ 　 あとから入室してきた 1年男子に声をかける。
　 H君 　 ……，おはよう 　





　 大人 　 ありがとう，強い
の？
剣を受け取る。
　 F君 　 　 大人と戦いごっこを始めた。
1－ 6 10:47 I君 　 　 入室する。
　 J君 　 　 後ろから追いかけて，I君の足に，名札を付け
てあげる。
　 I君，J君 　 　 2人並んで教室内をうろうろしはじめる。
　 J君 　 　 I君の頭を叩いたり，押したり興味を引くよう
な行動をとっている。
　 I君 　 　 J君とはぐれて，一人うろうろしながら周りで
遊んでいる他の児童をきょろきょろ見渡してい
る。
　 I君 　 　 バランスゲームで遊んでいる 1年男子の 3人の
元へ近寄り，何も言わずにゲームをじっと見て
いる。
11:10 I君 　 　 何も言わずに仲間に入って遊び始めた。
1－ 7 11:02 Kちゃん 　 　 教室内をうろうろしはじめる。
　 Kちゃん 　 　 1年男子に近づき，何も言わずに，頭をポンと
1回叩く。
　 L君 　 ……（笑） 目を合わせ，ニコっとする。
11:07 Kちゃん 　 　 だれとも会話をしないまま，学童へ行く。
1－ 8 13:25 Mちゃん 仲間に入れて 　 体育館に入ってきてすぐ，入り口近くで大縄跳









　 大人 　 そうなの？ 　
　 Nちゃん 　 　 大縄跳びをしていた Nちゃんは大縄跳びから
抜け，Mちゃんと先生に近づく。
　 Mちゃん （泣く） 　 Nちゃんを見たMちゃんは泣いてしまう。
　 Nちゃん 　 わたし悪くないもん Nちゃんも一緒に泣く。
13:40 Mちゃん 　 　 大人が間に入り 2人を仲直りさせると，元に戻
り，5人で大縄跳びを始めた。
1－ 9 14:50 　 　 　 バトミントンとフリスビーをしている集団を見
ている 1年生の Oちゃん。 
　 Oちゃん はいりたい 　 集団は学年が違いなかなか入れない。
　 大人 　 入ろうよ 　
　 Oちゃん ちょっとまってて 　 座り込んでしまう。
　 大人 　 Oちゃんおいで 大人（先生）が声をかけて，フリスビーを投げ
てくれる。
　 Oちゃん …… 　 無言で投げ返す。











　 Oちゃん ○先生遊ばない？ 　 大人に話しかけてきて一緒に入るようにたの
む。やっと入れた。




　 大人 　 じゃあ入れてもら
おう
　
　 Oちゃん 先生言ってよ 　 大人も一緒に仲間入りしようとするが，Oちゃ
んから集団に入ることができない。
15:00 大人 　 一緒に遊んでもい
い？
大人から集団に頼んで，一緒に入る。
2－ 1 10:05 Pちゃん 　 　 ウロウロした後，大人に声をかける。
　 Pちゃん 習字やりたい 　
　 先生 　 いいよ，じゃあ 10
時 15分からね
　
　 Pちゃん わかった 　 　
　 Pちゃん 　 　 習字の時間になるまで，1人で教室の中をうろ
うろする。
10:15 Pちゃん 　 　 だれとも会話を交わさずに，習字をしに行く。
2－ 2 16:00 Q君 　 　 大人 1人と 2年男子と駒遊びを始める。
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　 Q君 　 　 他の子どもたちが駒遊びをやめて，テーブルで
ウノを始める。





　 R君 　 そうかなあ 　
16:40 Q君 　 　 3人がウノが終わったタイミングでようやく入
れてもらう。
3－ 1 13:30 　 　 　 体育館の入り口近くで大人 2人，4年生男子 2
人でバトミントンをしている。
　 Sちゃん 　 　 体育館に入っていく。
　 Sちゃん 何やっているの？ 　 　
　 T君 　 バトミントンだよ。
一緒にやる？
　
13:40 Sちゃん うん，やる！ 　 バトミントンをし始めた。
3－ 2 16:45 U君 　 　 1人で時計ゲームを始める。
　 　 　 　 近くにいた 3年男子 2人が，U君に近づき，何
も言わずに一緒に時計ゲームを始める。
　 　 　 　 3人で時計ゲームを続ける。
　 V君 　 片づけようか 　
　 W君 　 そうだね 　
16:55 　 　 　 3人で片づけを始める。
3－ 3 10:35 Xちゃん 　 　 1年男子（弟）に何も言わずに近づく。
10:40 Xちゃん 　 　 弟が遊んでいたアスレチックゲームに加わった。
3－ 4 11:10 Y君 　 　 入室後，すぐ剣玉を手に取り，1人で遊び始め
た。
11:20 Y君 　 　 大人に何も言わずに近づき，視線に入る位置で
剣玉をする。このとき大人は他児を話していた。
11:22 Y君 　 　 剣玉を片づけ，教室内をうろうろしはじめる。
この時，アスレチックゲームをしている 1年男
子 1人やカプラで遊んでいる 4年男子 2人を横
目でチラチラ見ていた。
11:25 Y君 オセロやろ！ 　 ある程度教室内を見渡し終えた Y君はもう一度
大人に近寄り，声をかけた。
　 大人 　 いいよ，準備して 　
　 Y君 　 　 一緒に遊び始めた。




























13:58 イ君 　 　 アウトになったので集団に参加する。







14:03 大人 　 そっか，がんばって 　







　 オ君 今見てた？ できた
んだよ
　 大人に話しかけてくる。




14:09 オ君 …… 　 10分経過したが，キックベースに参加しなかっ
た。
5－ 1 12:50 キ君 ご飯食べてきたよ 　 入室後，カプラで遊んでいる 5年男子 2人に近
寄り，一緒に遊び始めた（午前中一緒に遊んで
した）。



























1－ 1 1 男 3年 1 加わる 25分 カプラ ×
1－ 2 1 男 　（なし） （ボーリング） ○
1－ 3 1 男 1年2年 5 加わる 45分 バランスゲーム ○
1－ 4 1 女 （なし） （お絵かき） ○
1－ 5 1 男 （なし） （戦いごっこ） ○
1－ 6 1 男 1年 3 加わる 23分 バランスゲーム ×
1－ 7 1 女 （なし） （うろうろ） ×
1－ 8 1 女 1年 4 加わる 15分 大縄跳び ○
1－ 9 1 女 3年 6 加わる 10分 フリスビー ○
2－ 1 2 女 （なし） （うろうろ） ○
2－ 2 2 男 2年 3 加わる 40分 カードゲーム ○
3－ 1 3 女 4年 4 加わる 10分 バトミントン ○
3－ 2 3 男 3年 2 加わる 2分 時計ゲーム ×
3－ 3 3 女 1年 1 加わる 5分 アスレチックゲーム ×
3－ 4 3 男 （なし） （オセロ） ○
3－ 5 3 女 3年 1 加わる 12分 オセロ ○
3－ 6 3 男 3年 9 加わる 6分 キックベース ×
3－ 7 3 男 （なし） （バスケット） ○




























声かけ あり 6 1 7
なし 6 6 12








人数 時間 学年 大人 開始 維持・途中参加 解散
1 キック
ベース









































































































































































































































































































































































































































































































行動について，表 8には，2年生（Ⅰ君，Ⅱ君）と 3年生（Ⅲ君，Ⅳ君）の 4名の事例を，表
9には 5年生 3名の事例をそれぞれ示した。
表 8　2年生と 3年生の男児 4名のコミュニケーション行動

















































































































































なかったケースや大人（先生）にのみ声をかけ，大人と遊んだケースが 1年生で 9例中 4例，
2年生で 2例中 1例，3年生で 7例中 2例観察された。これらから，低学年児童における仲間
入りの難しさや，仲間に入らなくても一人で遊べばいい，むしろ大人（先生）と遊びたいとい
う社会性の未発達さがうかがえた。声かけの内容としては，「今日，体育館ないの？」（1－2）
や「習字がやりたい！」（2－1），「チャレンジタイムやりたい！」（1－4）と，自分のやりたい
ことを大人には表現していた。
他児への声かけ行動をしないで仲間入りに成功したケースが 6例あり，学年は 1年生が多
かった。仲間入りを成功させる相手は 1人で遊んでいて相手から一緒に遊ぼうと誘われたり，
自分の弟への仲間入りだったり，特別な仲間入りのしかたも観察されたが，低学年は会話での
コミュニケーションの取り方が分からず，気になった遊びや気になった相手に近づいて相手か
らの働きかけや受け入れを待っているようであった。他方，3～ 5年生では相手に対して積極
的に仲間入りを表現することが見られた。
すでに他児が遊んでいるところに，途中参加する場合のコミュニケーション行動であるが，
低学年の児童ほど，大人の介入を必要とするようであった。仲間に入れてほしい，遊びたい，
しかし，自分から「いれて」といえなかったり，知らない上級生が遊んでいるところにいれて
くれるだろうかと心配するとき，大人の介入を必要としていた。
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次に仲間遊びの解散・終了であるが，観察場面が放課後子ども教室であったので，遊びの終
了はお迎えが来たのでということがしばしば見られた。それ以外には，遊びがうまくいかない
場合や，途中参加者を受け入れられないというで遊びの解散となってしまうこと，お互いに知
らない子ども同士だったり，学年が違う子ども同士ではうまく会話がとれずに無言で脱退して
いく場合もあった。また，遊びの解散は特にことばで「やめよう」というわけではなく自然に
終了となることが多く，参加を拒否するために黙って走り去ってしまい，強制的に遊びを終了
するケースもあった。
構成遊び場面での児童の発話の内容をカテゴリに分けたところ，どの学年段階でも，自分の
考えを相手に伝える「表明」が最も多かったが，学年段階別にみると，低学年では，「返答」
や「叙述」，「質問」などが次に多くみられ，高学年では友だちと一緒に共同で何か作ろうとい
う意思の表れか，「提案」，「賛同」，「叙述」，「要求」などがついで多くみられた。高学年児童
のやり取りでは，作品を制作する過程で，まず，互いに何をつくろうか，互いの考えを出し合
い，互いの意思を確認しあってから，作品づくりに取り掛かり，作品が出来上がる経過に従っ
て，完成する作品の見通しを表象として共有し合い，詳細について相互に微調整しながら，一
つの目標を共有し，完成させていた。コミュニケーション行動は互いの表象を共有し，その共
同作業を調節する役割となっていた。しかし，低学年では，互いが作ろうとする作品の表象も
あいまいであるので，自分の意思も正確に伝えられず，相手の意図の理解も不十分なままに，
ちょっとしたことから機嫌を損なってしまい，自分の作ったものであっても，衝動的に壊して
しまうといったことが見られた。
コミュニケーションスキルを発達させるべき児童期こそ，複数で自然発生的に他児と遊ぶこ
ういった仲間遊びを経験し，児童相互の関係の中から，さまざまに起こるズレや軋轢などを相
互の言語的コミュニケーションによって調整をはかり，よい関係を構築したり，よいものを作
り上げることは，児童の社会性の発達のみならず，認知発達にとっても重要なことであろう。
ＳＳＴといったプログラム化されたやや不自然な場面でのコミュニケーションスキルの学習も
有効であると思うが，放課後子ども教室のような放課後の「もう一つの学校」での学習が必要
であろう。ただし，そこには児童の心理を理解した指導者が必要であり，大人の適切な指導や
支えがあって初めて児童はコミュニケーションスキルを伸ばしうるのではないだろうか。
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